
平成２３年度 福井型コミュニティ・スクール推進事業実施報告書

『明るく，楽しく，元気よく，安全に』

あわら市細呂木小学校

１ 取り組みの概要
（１）地域や家庭と学校の連携実績 （２）地域人材の活用（のべ人数）

項 目 回 数 講師･ゲストティーチャー

地域･学校協議会 ３ 回 １２人

（含：低ボラ）中学校区を単位とした協議会 ０ 回 授業ボランティア

地域及び家庭への学校公開 ７回 ７ 日 ２６人（のべ）

登下校支援ボランティア

１５人（３）特色ある活動

その他（ ）

人
テーマ「基本的な生活習慣の確立 （長期休業）」

具体的活動内容

家庭教育が十分でない今日、長期休業中の家庭でのよい過ごし方を意識づけるために、

「地域・学校協議会からの提言」を発信している。その詳しい手順は以下の通りである。

① ② ③

地域・学校協議会で提

言書を作成する。５項

目を提言し、下部にチ

ェック表をつける。

各家庭で親子で話し合って目標 考察した結果を地域・学校協

を決め、休業中にチェックをし 議会に示し、次回の休業中に

て意識を高める。 家庭で取り組んでもらいたい

例① １日３０分は親子読書を ことを協議する。

する。 例 全学年でエコの取組み割

例② 玄関の掃除をする。 合が上がってよかった。

成果と課題

①今年度より、チェック表を提示しその結果について家庭に公表した 、夏季休業よりも冬。

季休業の方が目標達成率が上がったので、家庭での役割を意識づけることができたと考える。

地域・学校協議会の位置づけもしっかりし、役割も果たせている。

②家庭での読書時間が少なく、ゲームやパソコンに費やす時間が高学年にいくにつれて多く

なってしまうところが悩みである。学校での指導と家庭への啓発がさらに必要である。






